
逆

説

よ

り

観

た

る

老

子

の

世

界

（

下

）

天

野

鎮

雄

五

、

否

定

と

し

て

の

通

説

ー

般

的

（

世

人

的

）

真

理

を

否

定

す

る

の

み

の

逆

説

を

、

今

否

定

と

し

て

の

逆

説

と

称

す

る

。

こ

の

種

の

逆

説

は

更

に

三

つ

に

分

類

す

る

事

が

出

来

る

。

即

ち

の

複

雑

否

定

の

逆

説

回

単

純

否

定

の

逆

説

㈹

一

般

的

（

世

人

的

）

真

理

と

そ

れ

の

否

定

と

結

合

せ

る

逆

説

が

こ

れ

で

あ

る

。

の

複

雑

否

定

の

逆

説

複

雑

否

定

の

逆

説

と

は

、

原

因

と

結

免

よ

り

成

立

ち

、

人

為

人

欲

を

否

定

す

る

原

因

よ

り

結

果

を

導

き

出

す

の

と

、

人

為

人

欲

を

肯

定

す

る

原

因

よ

り

結

果

を

導

き

出

す

の

と

、

二

つ

に

分

つ

尊

が

出

来

る

。

今

一

般

的

（

世

人

的

）

真

理

と

対

比

し

て

前

者

を

原

因

否

定

の

逆

説

、

後

者

を

結

果

否

定

の

逆

説

と

称

す

る

o

さ

て

、

複

雑

否

定

の

逆

説

に

於

て

、

如

何

な

る

も

の

を

人

為

入

欲

的

な

も

の

と

し

て

否

定

し

て

ゐ

る

か

を

検

討

す

る

為

に

、

明

瞭

に

老

子

の

認

識

立

場

に

肯

定

せ

ら

れ

る

道

を

手

懸

り

と

す

れ

ば

、

「

大

道

廃

、

有

仁

義

」

と

あ

る

。

道

は

「

無

為

而

無

不

為

」

で

あ

る

故

に

、

「

大

道

廃

」

は

即

ち

人

為

人

欲

の

行

は

る

ゝ

事

を

示

す

に

他

な

ら

な

い

。

従

っ

て

「

有

仁

義

」

の

仁

義

は

人

為

人

欲

的

な

も

の

と

解

す

る

事

が

出

来

る

。

仁

義

が

人

為

人

欲

的

で

あ

る

故

に

、

「

尭

仁

棄

義

、

民

復

孝

慈

」

の

A

「

民

復

孝

慈

」

は

道

の

「

無

為

而

無

不

為

」

を

因

果

的

に

解

釈

す

る

な

ら

ば

（

否

定

の

否

定

と

し

て

の

逆

説

は

、

そ

の

初

の

否

定

を

原

因

と

し

否

定

の

否

定

を

結

果

と

す

る

如

く

、

本

来

因

果

的

に

把

握

せ

ら

る

1

も

の

で

は

な

く

，

世

人

の

一

般

的

真

埋

と

し

て

の

命

題

の

否

定

即

老

子

の

肯

定

と

し

て

、

老

子

の

認

識

立

場

に

立

つ

も

の

の

本

質

、

内

容

を

規

定

す

る

言

は

ば

表

裏

の

如

き

も

の

で

あ

る

。

そ

れ

に

も

拘

ら

ず

世

人

の

一

般

的

真

理

と

し

て

の

命

題

の

否

定

を

原

因

と

な

し

、

老

子

の

肯

定

を

結

果

と

な

す

の

は

、

後

述

に

於

て

明

に

な

る

如

く

否

定

と

し

て

の

逆

説

が

、

世

人

に

対

す

る

老

子

の

世

界

へ

の

誘

導

策

で

あ

る

か

ら

で

あ

る

）

、

「

無

不

為

」

の

具

体

化

と

考

へ

ら

れ

る

。

人

為

人

欲

の

否

定

に

よ

っ

て

生

ず

る

孝

慈

が

老

子

の

立

場

に

肯

定

せ

ら

れ

る

故

に

、

「

六

親

不

和

、

有

翠

慈

」

の

和

は

人

為

人

欲

的

な

も

の

・

皇

百

ひ

得

る

。

仁

義

に

関

係

の

探

い

蟄

智

も

人

為

人

欲

的

と

解

さ

れ

、

従

っ

て

「

滝

里

棄

智

、

民

利

百

倍

」

の

「

民

利

百

倍

」

は

老

子

の

立

場

に

肯

定

せ

ら

れ

る

。

叉

巧

利

は

人

為

人

欲

的

で

あ

る

事

自

明

で

あ

る

故

、

、

「

絶

巧

乗

利

、

盗

賊

無

有

」

の

「

盗

賊

無

有

」

も

老

子

の

立

場

に

肯

定

せ

ら

れ

る

。

仁

義

と

蟄

智

と

一

二

三
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に
関
係
の
深
い
学
も
、
智
を
以
て
称
せ
ら
れ
る
望
も
人
為
人
欲
的
と
考
へ
ら
れ
、
 
 

か
ゝ
る
も
の
の
香
定
に
よ
つ
て
生
ず
る
「
雁
学
無
憂
」
の
「
無
憂
」
、
「
不
備
賓
、
 
 

民
不
争
」
の
「
民
不
争
」
は
老
子
の
立
場
に
肯
定
せ
ら
れ
る
。
利
器
も
巧
利
に
よ
 
 

っ
て
な
さ
る
1
が
故
に
人
為
人
欲
的
で
あ
る
。
「
民
多
刺
巻
、
国
家
滋
昏
」
は
ま
 
 

た
「
民
少
利
器
、
国
家
滋
泰
」
l
の
意
に
同
じ
で
あ
る
故
、
利
器
の
否
定
に
よ
る
国
 
 

家
の
泰
平
ほ
老
子
の
立
場
に
肯
定
せ
ら
れ
る
。
更
に
「
国
家
昏
乱
、
有
忠
臣
」
ほ
 
 

「
国
家
番
卒
、
無
忠
臣
」
と
同
意
な
る
故
、
忠
臣
ほ
人
為
人
欲
的
な
も
の
と
老
へ
 
 

ら
れ
る
。
叉
「
盗
賊
無
有
」
が
老
子
の
立
場
に
肯
定
せ
ら
れ
る
故
、
「
法
令
滋
章
 
 

盗
賊
多
有
」
の
「
法
令
滋
章
」
は
人
為
人
欲
的
で
あ
る
っ
か
1
る
人
為
人
欲
的
政
 
 

治
は
「
其
政
察
々
」
た
る
に
相
違
な
く
、
こ
れ
を
否
定
し
た
「
其
政
悶
々
」
た
る
 
 

に
よ
．
る
「
其
民
淳
々
」
ほ
老
子
の
立
場
に
於
け
る
肯
定
と
言
ひ
得
る
。
「
求
生
之
 
 

厚
」
も
人
為
人
欲
的
と
考
へ
ら
れ
、
従
っ
て
「
民
之
軽
死
、
以
其
求
生
之
厚
」
を
 
 

同
意
に
換
言
し
た
「
民
之
垂
死
、
以
其
求
生
之
薄
」
の
「
民
之
垂
死
」
も
老
子
の
 
 

立
場
に
肯
定
せ
ら
れ
る
。
か
く
の
如
く
人
為
人
欲
的
で
あ
る
仁
義
、
和
、
蟄
智
、
 
 

巧
利
、
学
、
贋
、
利
器
、
忠
臣
、
法
令
之
章
、
求
生
之
厚
等
を
否
定
す
る
事
に
よ
 
 

り
、
聖
人
の
「
無
不
為
」
の
理
想
的
国
家
が
招
来
せ
ら
る
ゝ
と
す
る
の
で
あ
る
 
 

が
、
か
ゝ
る
理
想
的
国
家
の
招
来
不
招
来
は
老
子
が
「
以
智
治
画
、
国
之
膀
、
不
 
 

以
智
治
国
、
国
之
福
」
と
か
「
民
之
難
治
、
以
其
智
多
」
と
絵
括
し
て
逆
説
し
て
 
 

ゐ
る
併
よ
り
推
量
す
る
な
ら
ば
、
人
為
人
欲
は
一
に
人
智
に
根
ざ
し
て
ゐ
る
と
老
 
 

子
ほ
考
へ
て
ゐ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
か
く
考
へ
得
る
な
ら
ば
、
老
子
の
膏
定
 
 

的
態
度
の
根
瀬
を
な
す
も
の
は
人
智
な
り
と
言
ひ
得
る
。
さ
て
、
原
因
否
定
の
逆
 
 

説
に
属
す
る
例
は
次
の
第
八
表
の
通
り
で
あ
る
。
 
 

詫
 
＝
は
老
子
の
認
識
立
場
に
立
ち
て
肯
定
せ
ら
る
1
を
示
す
。
 
 
 

結
果
否
定
の
逆
説
を
一
般
的
（
世
人
的
）
責
理
と
対
比
す
る
場
合
、
夫
々
の
結
 
 

盟
を
同
一
の
認
識
立
壊
即
ち
世
人
の
認
隷
立
場
に
立
つ
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
逆
 
 

説
の
原
因
が
老
子
の
認
識
立
場
に
立
つ
事
に
よ
つ
て
両
者
の
論
理
的
矛
眉
ほ
解
消
 
 

さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
然
し
逆
説
の
原
因
は
既
に
人
為
人
欲
的
で
あ
つ
て
そ
れ
が
固
 
 

定
的
で
あ
る
以
上
、
世
人
の
認
識
立
場
と
異
っ
た
認
識
立
場
に
立
つ
事
が
出
来
な
 
 

い
。
例
へ
ば
、
逆
説
「
民
多
利
器
、
国
家
滋
昏
」
の
「
民
多
利
器
」
に
於
て
、
利
 
 

器
ほ
既
に
人
為
人
欲
的
で
そ
の
語
義
は
固
定
的
で
あ
り
、
従
っ
て
か
ゝ
る
利
器
の
 
 

使
周
を
肯
定
す
る
以
上
民
も
同
様
人
為
人
欲
的
で
あ
つ
て
、
そ
の
語
義
を
変
へ
る
 
 

事
が
出
来
な
い
。
従
っ
て
逆
説
の
「
民
多
利
器
」
は
、
一
般
的
真
理
と
し
て
の
「
民
 
 

多
利
器
、
国
家
浅
春
」
の
「
民
多
利
器
」
と
臭
っ
た
認
識
立
場
に
立
つ
事
が
出
来
 
 
 

第
八
表
 
原
因
香
定
の
逆
説
 
 
 

（  ′■■ヽ ／‾＼ ／‾＼  （   ′、  ′【ヽ   （   

以其為用居貴六倍   

芸芸 蔓忘芸親   掛違  
国 々 学利義智和蜜   人せ  

讐宝  

真土  

之窪 慧望習老不   般  
理 的  
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不其雁雁鬼籍六不   
原  

以政 巧仁愛親   
智  碕   逆  

治 悶 葉栗棄不   

国「々 学利養智和贋  因  

結  
鋭  

果．  



な
い
。
従
っ
て
両
者
の
論
理
的
矛
盾
を
解
消
す
る
為
に
ほ
、
逆
説
に
於
け
る
結
果
 
 

を
老
子
の
認
識
立
場
に
置
く
よ
り
他
は
な
い
。
か
く
し
て
、
人
為
人
欲
的
原
因
に
 
 

よ
つ
て
導
き
出
さ
れ
る
そ
の
結
果
は
、
老
子
の
認
識
立
場
に
於
て
肯
定
を
得
ら
れ
 
 

な
い
も
の
と
し
て
否
定
せ
ら
れ
る
の
を
知
る
。
又
か
1
る
逆
説
の
更
に
否
定
せ
ら
 
 

れ
た
る
も
の
が
老
子
に
よ
つ
て
成
立
せ
し
め
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
例
へ
ば
、
一
般
的
 
 

（
世
人
的
）
真
理
の
否
定
の
否
定
と
し
て
「
民
多
利
器
、
国
家
滋
泰
」
が
老
子
に
 
 

よ
つ
て
成
立
せ
し
め
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
こ
れ
ほ
な
ほ
原
因
否
定
の
逆
説
を
同
意
の
 
 

結
果
否
定
の
逆
説
に
彗
一
口
し
た
場
合
も
同
様
で
あ
つ
て
、
例
へ
ば
、
「
滝
仁
棄
義
 
 

民
復
孝
慈
」
と
同
意
の
「
屈
仁
由
義
、
民
無
孝
慈
」
を
、
更
に
否
定
せ
ら
れ
た
る
 
 

「
居
仁
由
義
、
民
役
者
慈
」
が
老
子
に
よ
つ
て
成
立
せ
し
め
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
そ
 
 

れ
故
、
人
為
人
欲
的
な
原
因
を
肯
定
す
る
事
か
ら
ほ
、
老
子
の
認
識
立
場
に
肯
定
 
 

せ
ら
る
ゝ
結
果
を
導
き
出
す
事
が
到
底
出
来
な
い
の
を
知
る
。
さ
て
、
結
果
否
定
 
 

の
逆
説
に
属
す
一
る
例
は
次
の
第
九
表
の
通
り
で
あ
る
。
 
 

第
九
表
 
結
果
否
定
の
逆
説
 
 

／‾＼ ′へ   （   ′一‘ヽ   （    （   

其多甚有智有   
息慧仁   違憲  

々蔵愛臣出義   人せ  

讐宝  

実ゝ  
大  

般  

理 的   
＼ノ ヽ＿′ 、J ＼＿／ ）   

其多甚有智有  原  

政   
忠慧仁   

逆  

察   

々蔵愛臣出義   因  

説  

584＝生44181818   
農  

連
記
よ
り
観
た
る
老
子
の
世
界
（
下
）
 
（
天
野
〕
 
 
 

註
 
～
～
く
～
は
老
子
わ
認
識
立
場
に
立
ち
て
否
定
せ
ら
る
ゝ
を
示
す
。
 
 

原
因
否
定
の
逆
説
ほ
、
こ
れ
を
人
為
人
欲
の
否
定
の
部
分
と
、
そ
れ
よ
り
生
ず
 
 

る
結
果
の
部
分
と
に
分
ち
、
更
に
こ
の
逆
説
に
対
比
す
る
一
般
的
（
世
人
的
）
実
 
 

理
を
人
為
人
欲
の
肯
定
の
み
に
止
め
、
今
こ
の
三
つ
を
対
比
さ
せ
る
事
と
す
る
。
 
 

「
絶
壁
乗
智
、
民
利
百
倍
」
を
そ
の
例
と
す
れ
ば
、
 
 
 

貴
重
致
智
 
 
 

塵
堅
実
智
 
 
 

故
民
利
百
倍
 
 

と
な
る
。
行
為
の
主
体
者
を
補
ふ
為
、
こ
れ
を
聖
人
へ
老
子
の
逆
説
に
於
て
ほ
、
 
 

否
定
の
否
定
に
よ
つ
て
老
子
に
肯
定
せ
ら
れ
る
も
の
ほ
追
及
聖
人
で
あ
る
故
に
）
 
 

と
な
さ
ば
、
 
 
 

聖
人
貴
蟄
致
智
 
 
 

聖
人
絶
望
実
習
 
 
 

故
聖
人
一
日
倍
民
利
 
 

と
な
る
。
か
く
す
れ
ば
、
否
定
の
否
定
と
し
て
の
逆
説
と
同
一
の
形
式
を
具
へ
、
 
 

一
二
五
 
 
 

（
以
其
智
多
 
 

（
以
智
治
国
 
 

（
民
多
利
器
 
 

（
法
令
滋
章
 
 

（
上
t
其
上
之
有
為
 
 

（
以
求
生
之
厚
 
 

（
兵
 
 
強
 
 

易
治
民
）
 
 

国
之
福
）
 
 

国
家
滋
泰
）
 
 

盗
賊
少
有
）
 
 

易
冶
民
）
 
 

民
墓
死
）
 
 

則
 
勝
）
 
 

以
 
智
 
 

民
 
多
 
 

法
 
令
 
 

以
其
上
之
有
為
 
 

以
其
求
生
之
厚
 
 

強
 
 

兵
 
 其

 
 滋利治智   

春希国多  

盗
 
賎
 
多
有
 
 

難
 
治
 
民
 
 

民
 
軽
 
死
 
 

則
 
不
 
勝
 
 

国
 
家
 
滋
 
 76757575756565  
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且
つ
認
識
高
次
の
法
則
も
そ
れ
と
軌
を
同
じ
う
す
る
の
を
見
る
。
 
 
 

結
果
否
定
の
逆
説
も
、
「
以
智
治
国
、
国
之
賊
」
と
「
不
以
智
治
国
、
国
之
福
」
 
 

と
の
両
逆
説
に
よ
つ
て
知
る
如
く
、
原
因
否
定
の
逆
説
に
換
言
が
可
能
で
あ
り
、
 
 

従
っ
て
否
定
の
否
定
と
し
て
の
逆
説
に
換
任
す
る
事
が
出
来
る
。
例
へ
ば
「
民
多
 
 

利
券
、
国
家
滋
昏
」
を
「
民
少
利
器
、
国
家
滋
泰
」
に
換
言
す
れ
ば
、
 
 
 

民
多
利
器
 
 
 

民
少
利
器
 
 
 

故
国
家
滋
泰
 
 

と
な
る
。
屏
で
反
対
語
の
多
少
を
矛
盾
語
の
有
無
に
か
へ
、
こ
れ
に
応
じ
て
比
較
 
 

語
の
滋
を
除
去
す
る
。
更
に
民
と
国
家
と
を
一
つ
に
し
て
国
と
な
し
、
且
つ
こ
れ
 
 

を
聖
人
之
国
と
な
さ
ば
、
 
 
 

聖
人
之
国
有
利
器
 
 
 

聖
人
之
国
無
利
器
 
 
 

故
聖
人
之
国
泰
卒
 
 

と
な
る
。
か
く
し
て
、
そ
れ
は
否
定
の
香
淀
と
し
て
の
逆
説
と
認
識
高
次
の
法
則
 
 

が
同
一
と
な
る
の
を
知
る
。
そ
れ
故
、
複
雑
否
定
の
逆
説
は
否
定
の
否
定
と
し
て
 
 

の
逆
説
に
検
使
し
得
る
と
言
ひ
得
る
。
 
 
 

結
果
否
定
の
逆
説
「
民
多
利
器
、
国
表
滋
昏
」
に
於
て
、
「
民
多
利
器
」
は
人
 
 

為
人
欲
的
で
あ
る
。
こ
の
逆
説
を
同
意
の
原
因
否
定
の
逆
説
に
換
言
し
た
場
合
の
 
 

「
民
少
利
器
」
ほ
人
為
人
欲
的
で
た
く
▲
琴
つ
。
こ
れ
ほ
た
ほ
両
者
の
逆
説
に
夫
々
 
 

対
比
す
る
一
般
的
（
世
人
的
）
真
理
に
於
て
も
同
様
で
あ
る
。
さ
て
利
器
は
人
為
 
 

人
欲
の
具
と
し
て
あ
る
故
に
、
か
ゝ
る
利
器
の
所
有
を
肯
定
す
る
か
し
な
い
か
に
 
 

一
二
h
へ
 
 
 

よ
つ
て
、
民
も
人
為
人
欲
的
存
在
と
な
る
か
或
ほ
無
為
無
欲
的
存
在
と
な
る
。
そ
 
 

れ
故
、
そ
こ
に
民
が
人
為
人
欲
に
執
す
る
も
の
と
し
て
み
ら
れ
る
立
場
と
同
様
、
 
 

無
為
無
欲
た
り
得
る
も
の
と
し
て
説
か
れ
る
立
場
と
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
 
 

従
っ
て
民
そ
の
も
の
は
人
為
人
欲
的
で
も
、
無
為
無
欲
的
で
も
な
い
肝
の
所
与
と
 
 

し
て
の
素
材
と
考
へ
ら
れ
る
。
か
ゝ
る
素
材
に
よ
つ
て
、
一
般
的
（
世
人
的
）
真
 
 

理
と
逆
説
と
の
対
比
が
可
能
と
な
る
共
通
地
盤
を
見
る
事
が
出
来
る
．
こ
の
共
通
 
 

地
盤
に
於
て
、
民
を
如
何
に
観
る
か
に
依
っ
て
、
即
ち
人
為
人
欲
に
執
す
る
と
観
 
 

る
併
に
世
人
の
立
場
が
形
成
せ
ら
れ
、
人
為
人
欲
の
否
定
の
可
能
を
説
く
肝
に
老
 
 

子
の
立
場
が
形
成
せ
ら
れ
る
。
而
し
て
前
者
に
於
て
利
器
を
肯
定
す
る
が
故
に
、
 
 

「
民
多
利
器
、
国
家
滋
泰
」
の
一
般
的
（
世
人
的
）
真
理
が
成
立
す
る
の
で
あ
り
 
 

後
者
に
於
て
は
利
器
を
否
定
す
る
が
故
に
、
「
民
多
利
器
、
国
家
漠
昏
」
の
逆
説
 
 

が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

か
く
考
へ
る
な
ら
ば
、
同
様
に
「
法
令
滋
章
、
盗
賊
多
有
」
の
法
令
、
「
其
政
 
 

客
々
、
其
民
欠
ヱ
の
政
、
「
民
之
難
治
、
以
其
上
之
有
為
」
の
上
、
「
兵
強
則
 
 

不
防
」
の
兵
（
こ
れ
ほ
後
述
に
出
て
来
る
戦
者
と
同
様
、
既
に
人
為
人
欲
的
存
在
 
 

で
あ
る
。
こ
れ
を
所
与
と
し
て
の
素
材
と
み
る
に
は
一
考
す
べ
き
問
題
が
あ
る
）
 
 

も
所
与
と
し
て
の
素
材
と
考
へ
ら
れ
る
。
従
っ
て
「
大
道
廃
、
有
仁
義
」
 
「
国
家
 
 

昏
乱
、
有
忠
臣
」
 
（
原
文
ほ
か
く
な
つ
て
を
る
が
、
こ
れ
は
老
子
の
世
界
を
基
に
 
 

し
て
、
そ
れ
を
否
定
す
れ
ば
所
与
と
し
て
の
素
材
が
人
為
人
欲
の
執
着
に
堕
す
る
 
 

も
の
と
し
て
あ
る
事
空
所
し
て
ゐ
る
。
素
材
を
基
に
し
て
言
へ
ば
、
「
有
仁
菜
、
 
 

大
道
廃
」
「
有
忠
臣
、
国
家
昏
乱
」
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
ほ
素
材
的
国
、
 
 

「
智
慧
揖
、
有
大
偽
」
「
甚
愛
必
大
費
」
「
多
蔵
必
厚
亡
」
ほ
素
材
的
民
或
ほ
人
、
 
 
 



「
以
智
治
国
、
国
之
賎
」
 
「
民
之
軽
死
、
以
其
求
生
之
厚
」
ほ
素
材
的
上
の
省
略
 
 

と
み
る
事
が
出
来
る
。
原
因
否
定
の
逆
説
に
於
て
も
、
こ
れ
と
同
様
に
所
与
と
し
 
 

て
の
素
材
と
し
て
「
不
旬
璧
、
民
不
争
」
 
「
滝
里
実
習
民
利
百
倍
」
 
「
紹
仁
稟
 
 

養
、
民
復
孝
慈
」
 
「
滝
巧
実
利
、
盗
賊
無
有
」
 
「
不
以
智
清
由
、
国
之
福
」
か
ら
 
 

上
、
「
六
親
不
和
、
有
孝
慈
」
 
か
ら
六
親
、
「
紹
学
無
憂
」
か
ら
民
或
は
人
、
 
 

「
其
政
悶
々
、
其
民
淳
々
」
か
ら
政
を
見
出
す
事
が
出
来
る
。
従
っ
て
、
複
雑
否
 
 

定
の
逆
説
は
、
所
与
と
し
て
の
素
材
に
対
す
る
老
子
の
立
場
か
ら
の
逆
説
で
あ
る
 
 

と
言
ひ
得
る
。
 
 
 

原
因
香
淀
の
逆
説
と
、
こ
の
逆
説
を
香
豆
の
否
定
と
し
て
の
逆
説
に
換
任
し
た
 
 

も
の
と
を
対
比
す
る
な
ら
ば
、
一
般
的
（
世
人
的
）
古
壷
の
否
定
に
於
て
、
前
者
 
 

の
‡
部
は
所
与
と
し
て
の
素
材
で
あ
り
、
後
者
の
主
部
は
老
子
の
認
識
立
場
に
肯
 
 

定
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
滝
里
菜
智
、
民
利
百
倍
」
を
そ
の
例
と
せ
ば
、
次
 
 

の
表
の
如
く
に
な
る
。
 
 
 

詳
 
－
－
は
老
子
り
認
識
立
場
に
立
ち
て
肯
定
せ
ら
る
ゝ
を
示
す
。
 
 
 

所
与
と
し
て
の
素
材
に
対
す
る
老
子
の
悪
疫
は
、
人
為
人
欲
の
否
定
の
可
能
性
 
 

を
説
く
の
で
あ
り
、
可
能
性
を
鋭
く
肝
に
未
だ
埜
為
無
欲
の
確
定
が
な
さ
れ
て
ゐ
 
 

な
い
。
こ
れ
に
対
し
老
子
の
認
識
立
場
に
肯
定
せ
ら
る
ゝ
も
の
は
既
に
無
為
無
欲
 
 

逆
記
よ
り
観
た
る
老
子
の
世
界
（
下
）
 
（
天
野
）
 
 

の
確
定
が
な
さ
れ
た
存
在
と
し
て
あ
る
っ
従
っ
て
前
者
に
於
て
ほ
、
人
為
人
欲
の
 
 

否
定
を
仮
定
し
た
場
合
の
．
逆
説
と
考
へ
ら
れ
る
（
こ
の
点
に
関
聯
し
て
否
定
の
否
 
 

定
と
し
て
の
逆
説
の
中
「
聖
人
為
無
為
則
無
不
治
」
（
3
）
を
厳
密
に
観
る
な
ら
ば
 
 

老
子
の
原
文
た
る
事
が
疑
は
し
い
）
．
そ
れ
故
否
定
の
部
に
於
け
る
両
逆
説
の
重
 
 

体
者
に
対
す
る
認
識
立
場
の
相
違
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
な
は
結
果
否
定
 
 

の
逆
説
に
於
て
も
同
様
で
、
そ
れ
は
人
為
人
欲
の
肯
定
を
仮
定
し
た
場
合
の
逆
説
 
 

と
言
ひ
得
る
。
 
 
 

さ
て
、
複
雑
否
定
の
逆
説
は
、
道
及
び
聖
人
を
取
扱
ふ
も
の
で
は
な
く
所
与
と
 
 

し
て
の
素
材
を
取
扱
ひ
、
こ
れ
に
対
し
て
仮
定
的
に
人
為
人
欲
の
肯
定
或
は
否
定
 
 

を
な
さ
し
む
る
も
の
で
あ
る
故
に
、
か
ゝ
る
逆
説
を
否
定
の
否
定
と
し
て
の
逆
説
 
 

に
換
任
し
て
解
釈
す
る
事
は
第
二
義
的
で
あ
る
と
言
は
ぎ
る
を
得
な
い
。
 
 

㈲
 
単
純
否
定
の
逆
説
 
 

単
純
否
定
の
逆
説
と
ほ
、
一
般
的
（
世
人
的
）
頁
理
と
し
て
の
あ
る
命
寵
を
香
 
 

淀
す
る
逆
説
で
あ
る
。
こ
の
種
の
逆
説
に
於
て
ほ
先
づ
何
が
老
子
の
立
場
に
肯
定
 
 

せ
ら
れ
、
何
が
否
定
せ
ら
る
ゝ
か
を
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
仁
義
が
人
為
 
 

人
欲
的
な
も
の
と
し
て
老
子
に
否
定
せ
ら
る
1
故
に
、
「
聖
人
不
仁
」
の
聖
人
は
 
 

老
子
の
認
識
立
場
に
肯
定
せ
ら
る
1
も
の
で
あ
る
。
老
子
の
立
場
に
於
て
肯
定
せ
 
 

ら
る
ゝ
も
の
が
人
為
人
欲
的
で
な
い
と
い
ふ
事
ほ
換
言
せ
ば
自
然
的
で
あ
る
事
を
 
 

意
味
す
る
。
従
っ
て
逆
説
の
中
か
ら
求
め
得
ら
る
1
自
然
的
な
も
の
即
ち
「
天
地
 
 

ヽ   

不
仁
」
の
天
地
、
「
柔
勝
剛
」
の
柔
、
「
天
下
之
至
柔
馳
拷
天
下
之
至
堅
」
の
室
 
 

柔
ほ
老
子
の
立
場
に
肯
定
せ
ら
る
1
も
の
で
あ
る
。
次
に
「
知
者
不
言
」
に
放
て
 
 

一
二
七
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「
聖
人
不
言
而
教
」
と
併
せ
考
へ
る
時
、
不
言
ほ
更
に
香
定
せ
ら
る
ゝ
可
能
性
を
 
 

有
す
る
故
、
不
言
の
知
者
ほ
老
子
の
い
ふ
聖
人
の
一
面
と
し
て
肯
定
せ
ら
れ
る
。
 
 

又
、
「
為
無
為
」
も
更
に
否
定
せ
ら
る
ゝ
可
能
性
を
有
す
る
故
、
こ
れ
ほ
老
子
に
 
 

肯
定
せ
ら
る
ゝ
聖
人
の
省
略
と
考
へ
ら
れ
る
。
真
に
「
事
無
事
」
 
「
昧
無
味
」
も
 
 

「
為
無
為
」
の
具
体
化
と
み
ら
れ
る
故
、
こ
れ
ら
ほ
老
子
の
肯
定
す
る
聖
人
の
省
 
 

略
さ
れ
た
も
の
と
み
る
事
が
出
来
る
。
次
に
老
子
に
肯
定
せ
ら
る
ゝ
も
の
と
し
て
 
 

否
定
の
否
定
と
し
て
の
逆
説
に
於
け
る
例
に
準
じ
て
、
主
部
に
「
善
」
を
冠
す
る
 
 

も
の
即
ち
「
善
行
無
敵
迎
」
の
善
行
、
「
善
計
不
用
筆
策
」
の
善
計
－
「
苗
之
善
 
 

為
遺
著
非
以
明
民
、
将
以
愚
之
」
の
菩
為
遺
著
、
「
菩
為
士
者
不
武
」
の
善
為
土
 
 

着
、
「
善
戦
者
不
怒
」
の
善
戦
者
及
び
「
善
言
不
弁
」
の
善
言
を
挙
げ
る
事
が
出
 
 

来
る
（
「
善
」
を
冠
す
る
こ
れ
ら
が
果
し
て
老
子
の
認
識
立
場
に
肯
定
せ
ら
る
ゝ
 
 

も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
、
今
試
み
に
「
華
言
不
弁
」
に
就
て
検
討
し
て
み
る
事
と
 
 

す
る
。
「
知
者
不
言
」
に
於
て
知
者
を
老
子
が
肯
定
す
る
故
、
言
は
人
為
人
欲
的
で
 
 

あ
る
。
然
し
言
一
般
ほ
人
為
人
欲
的
な
も
の
と
し
て
一
切
否
定
せ
ら
る
べ
き
で
あ
 
 

ら
う
か
。
善
言
の
善
は
世
人
に
よ
つ
て
と
共
に
老
子
に
よ
つ
て
も
冠
せ
ら
れ
る
事
 
 

が
考
へ
ら
れ
る
。
か
く
す
れ
ば
、
言
ほ
世
人
の
立
場
か
ら
と
老
子
の
立
場
か
ら
と
 
 

両
立
場
よ
り
み
ら
れ
る
も
の
と
し
て
あ
る
故
、
言
ほ
所
与
と
し
て
の
素
材
と
言
ひ
 
 

得
る
。
従
っ
て
老
子
の
否
定
は
言
一
般
に
あ
る
の
で
ノ
ほ
な
く
、
人
為
人
欲
的
な
言
 
 

に
あ
る
。
そ
れ
故
、
善
言
は
世
人
が
善
を
冠
し
た
肝
の
人
為
人
欲
的
な
言
で
あ
る
 
 

か
、
そ
れ
と
も
老
子
が
人
為
人
欲
を
脱
し
た
意
味
に
於
て
善
を
冠
し
た
も
の
で
あ
 
 

る
か
が
問
恵
と
な
る
。
併
で
8
1
章
に
ほ
「
信
言
不
美
、
美
言
不
信
、
善
言
不
弁
、
 
 

弁
言
不
善
、
知
者
不
博
、
博
者
不
知
」
と
あ
る
。
そ
れ
故
、
信
言
と
美
言
、
善
言
 
 

〓
一
八
 
 
 

と
弁
言
、
知
者
と
博
者
と
に
於
て
、
夫
々
一
方
が
老
子
の
認
識
立
場
に
肯
定
せ
ら
 
 

れ
る
な
ら
ば
他
方
は
否
定
せ
ら
れ
る
。
然
ら
ば
何
れ
が
老
子
の
立
場
に
肯
定
せ
ら
 
 

れ
る
か
の
問
患
に
な
る
が
、
結
局
こ
れ
は
何
れ
が
老
子
に
人
為
人
欲
的
で
な
い
も
 
 

の
と
し
て
使
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
の
判
断
に
帰
す
。
か
1
る
基
準
を
以
て
す
れ
ば
 
 

信
言
、
善
言
、
知
者
ほ
夫
々
美
言
、
弁
言
、
博
者
に
比
し
て
無
為
無
欲
的
な
も
の
 
 

と
考
へ
ら
れ
る
。
従
っ
て
善
言
の
善
ほ
老
子
に
よ
つ
て
冠
せ
ら
れ
た
も
の
と
し
て
 
 

善
言
ほ
不
言
の
教
と
同
様
に
孝
へ
ら
れ
る
。
こ
れ
よ
り
推
し
て
善
を
冠
せ
ら
れ
る
 
 

以
前
の
行
、
計
、
為
道
者
、
為
士
者
、
戦
者
は
所
与
と
し
て
の
素
材
と
言
ひ
得
 
 

る
）
．
 
 
 

以
上
老
子
の
肯
定
す
る
も
の
を
検
討
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
本
来
人
為
人
欲
的
 
 

で
な
い
故
に
、
人
為
人
欲
的
な
る
も
の
に
ょ
つ
て
そ
の
本
質
、
価
値
等
が
説
明
せ
 
 

ら
る
ゝ
の
を
拒
否
す
る
為
、
或
ほ
人
為
人
欲
的
な
る
も
の
よ
り
優
位
に
あ
る
こ
と
 
 

を
示
す
為
、
こ
ゝ
に
一
般
的
（
世
人
的
）
真
理
に
対
し
て
膏
琶
が
な
さ
れ
た
と
考
 
 

へ
ら
れ
る
。
第
十
表
参
照
。
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誌
 
＝
は
老
子
わ
認
識
立
場
に
☆
ち
て
肯
定
せ
ら
る
1
を
示
す
。
 
 

次
に
そ
の
他
の
逆
説
の
主
部
を
観
る
に
、
「
言
者
不
知
」
ほ
「
知
者
不
言
」
の
 
 

知
者
が
里
人
の
一
面
と
し
て
老
子
に
肯
定
せ
ら
る
ゝ
が
故
に
、
言
者
ほ
老
子
に
否
 
 

定
せ
ら
る
1
人
為
人
欲
的
な
も
の
．
と
考
へ
ら
れ
る
。
そ
の
栖
明
瞭
に
人
為
人
欲
的
 
 

な
も
の
と
し
て
「
為
者
敗
之
」
の
為
者
、
「
執
着
失
之
」
の
執
着
、
「
自
見
者
不
 
 

明
」
の
自
見
者
、
「
自
是
者
不
彰
」
の
自
是
者
、
「
自
伐
者
無
功
」
の
自
伐
者
及
 
 

び
「
自
斡
者
不
良
」
の
自
給
者
を
挙
げ
る
事
が
出
来
る
。
更
に
「
礼
者
卑
信
之
薄
 
 

而
乱
之
首
」
の
礼
も
人
為
人
欲
的
と
考
へ
ら
れ
る
。
仁
義
礼
に
併
せ
て
智
と
し
て
 
 

説
か
れ
る
「
前
識
者
道
之
華
而
愚
之
始
」
の
前
識
者
も
同
様
に
人
為
人
欲
的
で
あ
 
 

る
。
こ
の
種
の
逆
説
ほ
、
そ
の
述
部
が
老
子
の
認
識
立
場
に
立
つ
事
に
ょ
つ
て
、
 
 

逆
説
よ
り
観
た
る
老
子
の
世
界
（
下
）
 
（
天
野
）
 
 
 

敗
 
於
剛
）
 
 

（
 
 

（
天
下
之
至
柔
馳
騨
於
天
下
之
至
堅
）
 
 

（   ／、  ／‾ヽ  ノ 、   ／‾■＼  

知書信戦為  

土   

着言言著者  

（
古
之
為
遺
著
 
 

へ
古
之
為
道
者
 
 

者
 
 

（
知
 
 

人人人  
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言
）
 
 

言
 
 

信
 
 

贋
L
、
弓
」
居
 
 

知
 
 
 
 
者
 
 

善
 
戦
 
者
 
 

善
 
為
 
土
 
着
 
 

」
）
 
 

（
恩
 
 

苗
之
善
為
追
考
 
 

下
之
至
柔
 
 

6
 3

7
8
 
 

勝
 
 
 

馳
駆
天
下
之
至
堅
4
3
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博弁美怒武民民昧事為  言
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6
 
 

り
り
 
 

6
 
 

認
識
立
場
に
立
っ
て
肯
定
を
得
ら
れ
な
い
と
い
ふ
事
を
意
味
す
る
。
 
 

照
。
 
 

第
十
一
義
 
主
部
が
人
為
人
欲
的
な
逆
説
 
 

誌
 
′
～
～
～
は
老
子
の
認
識
立
場
に
立
ち
て
否
定
せ
ら
る
1
を
示
す
）
 
 
 

単
純
香
定
の
逆
説
の
中
主
部
が
人
為
人
欲
的
な
も
の
は
、
結
果
否
定
の
逆
説
と
 
 

同
様
に
見
概
し
て
主
部
を
原
因
、
述
部
を
結
果
と
な
し
、
こ
れ
を
否
定
の
否
定
と
 
 

し
て
の
逆
説
に
換
蹟
す
る
事
が
出
来
る
。
「
自
見
者
不
明
」
と
「
聖
人
不
自
見
政
 
 

一
二
九
 
 
 

そ
れ
に
対
比
す
る
一
般
的
（
世
人
的
）
実
理
と
の
論
理
的
矛
盾
が
解
消
す
る
．
屏
 
 

で
、
人
為
人
欲
的
な
も
の
が
老
子
の
否
定
す
る
肝
で
あ
る
と
い
ふ
事
は
、
老
子
の
 
 

第
十
一
義
参
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明
」
と
の
両
逆
説
は
そ
れ
を
立
証
す
る
。
今
「
芙
言
不
信
」
を
「
不
実
言
信
」
に
 
 

換
言
し
．
真
に
こ
れ
を
否
定
の
否
定
と
し
て
の
逆
説
「
聖
人
之
言
不
美
、
故
（
聖
 
 

人
之
言
）
信
」
に
換
任
す
る
場
合
、
言
ほ
聖
人
之
言
と
な
す
事
に
ょ
つ
て
不
美
た
 
 

る
事
確
定
的
と
な
る
の
で
あ
つ
て
、
言
そ
の
も
の
は
不
美
た
る
事
も
美
た
る
事
も
 
 

未
確
定
的
で
あ
る
。
従
っ
て
厳
密
に
言
ふ
な
ち
ば
、
こ
の
場
合
言
を
仮
定
的
に
不
 
 

実
と
取
扱
ふ
も
の
で
あ
る
故
、
「
言
不
実
則
（
言
）
信
」
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
 
 

な
い
。
そ
れ
故
言
ほ
所
与
と
し
て
の
素
材
と
考
へ
ら
れ
る
。
か
く
考
へ
る
な
ら
ば
 
 

こ
の
種
の
逆
説
か
ら
所
与
と
し
て
の
素
材
と
し
て
民
或
ほ
人
及
び
言
が
挙
げ
ら
れ
 
 

る
．
従
っ
て
こ
の
種
の
逆
説
は
、
所
与
と
し
て
の
素
材
に
対
し
て
老
子
の
立
場
か
 
 

ら
生
じ
た
逆
説
と
言
ひ
得
る
。
 
 

㈹
一
般
的
（
世
人
的
）
真
理
と
そ
れ
の
否
定
の
結
合
せ
る
逆
説
 
 
 

一
般
的
（
世
人
斡
）
薫
理
と
そ
れ
を
否
定
す
る
単
純
否
定
の
逆
説
と
の
結
合
せ
 
 

る
も
の
皇
一
日
ふ
の
で
あ
つ
て
．
そ
の
一
例
と
し
て
「
道
可
造
非
常
道
」
を
挙
げ
る
 
 

事
が
出
来
る
。
今
こ
の
例
を
一
般
的
（
世
人
的
）
真
理
と
逆
説
と
に
分
析
す
れ
ば
 
 

「
道
可
道
」
と
「
非
常
道
」
と
に
な
る
。
逆
説
の
方
は
主
部
が
な
い
の
で
、
こ
の
 
 

種
の
逆
説
の
他
の
例
で
あ
る
「
天
下
皆
知
美
之
為
美
、
斯
悪
巳
」
を
分
析
し
て
一
 
 

般
的
真
理
を
「
天
下
皆
知
美
之
為
美
」
、
逆
説
を
「
斯
悪
巳
」
と
な
す
に
準
じ
 
 

て
、
「
斯
」
を
補
ふ
。
更
に
「
遺
可
遺
」
を
「
斯
非
常
道
」
に
対
比
し
て
意
義
を
 
 

補
ふ
と
す
れ
ば
、
「
遺
可
常
道
」
と
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
 
 
 

道
可
常
道
 
 
 

斯
非
常
遣
 
 

一
三
〇
 
 
 

と
対
比
さ
れ
る
。
両
者
の
論
理
的
矛
盾
を
解
消
す
る
為
に
は
、
常
道
の
認
識
内
容
 
 

を
異
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
っ
 
「
斯
」
が
受
け
る
併
の
「
可
常
道
」
の
常
道
ほ
 
 

世
人
の
人
為
人
欲
に
よ
る
そ
れ
で
あ
る
故
に
、
「
非
常
逼
」
は
老
子
の
認
識
立
瘍
 
 

に
立
っ
て
老
子
の
言
ふ
常
道
に
あ
ら
ず
と
否
定
す
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

こ
の
種
の
他
の
逆
説
に
於
て
も
こ
れ
と
同
様
の
形
式
を
取
っ
て
ゐ
る
。
第
十
二
表
 
 

参
照
。
 
 

第
十
二
表
 
 
 

詫
 
言
く
ほ
老
子
の
認
識
立
場
に
立
ち
て
否
定
せ
ら
る
1
を
示
す
。
 
 
 

世
人
は
「
可
常
道
」
 
「
可
常
名
」
と
人
為
人
欲
に
執
す
る
の
で
あ
る
が
、
道
及
 
 

び
名
ほ
か
く
人
為
人
欲
に
観
せ
ら
る
1
以
前
の
も
の
即
ち
所
与
と
し
て
の
素
材
と
 
 

考
へ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
「
天
下
皆
知
美
之
為
美
」
の
知
美
の
芙
も
、
為
実
の
 
 

美
も
既
に
人
知
人
為
に
よ
つ
て
か
く
生
ぜ
し
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
知
善
之
 
 

為
善
」
の
善
も
こ
れ
と
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
放
こ
の
逆
説
に
は
所
与
と
し
て
の
素
 
 

材
が
省
略
さ
れ
て
ゐ
か
と
言
ひ
得
る
。
然
し
な
が
ら
、
こ
の
種
の
逆
説
は
所
与
と
 
 

し
て
の
素
材
に
対
し
て
世
人
が
人
為
人
欲
に
執
す
る
事
に
よ
つ
て
生
じ
た
一
般
的
 
 
 



（
世
人
的
）
真
理
を
併
説
す
る
併
の
逆
説
で
あ
る
。
 
 

大
、
香
克
と
し
て
の
逆
説
よ
り
観
た
る
老
子
の
世
界
 
 

老
子
の
世
界
は
、
否
定
の
否
定
と
し
て
の
逆
説
及
び
肯
定
（
否
定
の
否
定
）
よ
 
 

り
の
逆
説
よ
り
観
た
る
老
子
の
世
界
に
於
て
知
る
如
く
、
全
く
人
為
人
欲
を
否
定
 
 

し
た
世
界
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
単
純
否
定
の
逆
説
に
於
て
主
部
が
老
子
の
認
識
立
 
 

場
に
肯
定
せ
ら
れ
る
も
の
、
例
へ
ば
天
地
、
善
行
等
（
こ
れ
ら
は
追
及
び
里
人
の
 
 

一
面
と
し
て
存
在
す
る
）
の
如
き
老
子
の
世
界
に
存
在
す
る
も
の
が
、
人
為
人
欲
 
 

的
な
も
の
を
否
竃
す
る
の
ほ
当
然
で
あ
る
。
こ
れ
ら
主
部
が
老
子
に
よ
つ
て
肯
定
 
 

せ
ら
る
1
単
純
香
電
の
逆
説
ほ
∵
否
定
の
否
定
と
し
て
の
逆
説
の
未
完
成
品
と
し
 
 

て
そ
れ
に
準
じ
て
取
扱
は
る
べ
き
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
こ
の
種
の
逆
説
を
除
外
 
 

す
れ
ば
、
膏
窟
と
し
て
の
逆
説
は
す
べ
て
所
与
と
し
て
の
素
材
を
取
扱
ふ
も
の
で
 
 

あ
り
、
こ
れ
ら
の
逆
説
を
更
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
老
子
の
世
界
を
解
明
す
 
 

る
こ
と
が
、
こ
の
憤
怒
下
に
於
け
る
試
論
で
あ
る
。
 
 
 

さ
て
、
所
与
と
し
て
の
素
材
を
取
扱
ふ
も
の
の
中
、
老
子
が
人
為
人
欲
を
仮
定
 
 

的
に
肯
定
す
る
場
合
、
老
子
の
世
界
ほ
人
為
人
欲
を
否
定
す
る
以
上
か
ゝ
る
仮
定
 
 

的
存
在
者
ほ
老
子
の
世
界
に
存
在
し
得
な
い
の
ほ
既
竜
的
で
あ
る
。
そ
れ
故
「
自
 
 

見
者
不
明
」
と
ほ
、
自
見
者
が
世
人
の
世
界
（
今
泣
入
の
一
般
的
真
理
を
支
へ
て
 
 

ゐ
る
認
識
立
場
の
世
界
を
か
く
称
す
る
）
の
存
在
者
と
し
て
世
人
が
こ
れ
を
明
な
 
 

り
と
な
す
の
に
対
し
て
、
不
明
な
り
と
老
子
の
世
界
か
ら
こ
れ
を
観
る
と
言
ふ
も
 
 

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
く
老
子
の
世
界
か
ら
世
人
の
世
界
に
於
け
る
自
見
 
 

者
の
駒
を
不
明
な
り
と
観
る
根
拠
ほ
、
か
1
る
逆
説
を
否
定
の
否
定
と
し
て
の
逆
 
 

逆
説
よ
り
裁
た
る
老
子
の
世
界
（
下
）
 
（
天
野
）
 
 

説
に
襖
任
す
れ
ば
「
聖
人
不
自
見
、
故
明
」
と
な
る
故
、
老
子
の
世
界
に
存
在
す
 
 

る
不
白
見
な
る
聖
人
が
明
で
あ
る
と
い
ふ
事
に
あ
る
。
更
に
こ
れ
は
結
果
否
定
の
 
 

逆
説
に
於
て
も
同
様
で
あ
る
。
世
人
が
「
其
政
察
寸
、
其
民
淳
々
」
と
考
へ
る
の
 
 

に
対
し
て
老
子
が
「
其
政
察
寸
、
其
民
欠
々
」
と
観
る
の
は
、
政
に
対
し
無
為
延
 
 

欲
で
あ
れ
ば
そ
れ
ほ
老
子
の
世
界
に
於
け
る
聖
人
の
政
と
な
り
、
こ
の
故
に
よ
つ
 
 

て
民
が
淳
々
と
な
る
事
を
根
拠
と
し
て
で
あ
る
。
 
 
 

次
に
、
所
与
と
し
て
の
素
材
を
取
扱
ふ
も
の
の
中
、
人
為
人
欲
を
否
定
し
た
場
 
 

合
即
「
不
自
見
者
不
明
」
も
亦
一
般
的
（
世
人
的
）
真
理
と
し
て
承
認
せ
ら
れ
 
 

る
。
そ
れ
故
自
見
者
と
同
様
不
自
見
者
も
世
人
の
世
界
に
存
在
し
得
、
且
つ
そ
れ
 
 

は
世
人
か
ら
不
明
な
り
と
せ
ら
れ
る
。
肝
で
こ
の
場
合
、
老
子
ほ
素
材
的
民
或
ほ
 
 

人
を
仮
定
的
に
不
自
見
と
な
す
の
で
あ
る
が
、
 

す
る
が
故
に
こ
の
仮
定
的
存
在
者
は
世
人
の
世
界
に
存
在
す
る
と
同
時
に
、
仮
り
 
 

に
不
自
見
な
る
里
人
と
し
て
老
子
の
世
界
に
存
在
し
得
、
且
そ
れ
は
老
子
に
よ
つ
 
 

て
明
と
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
（
そ
こ
に
老
子
の
、
世
人
に
対
す
る
老
子
の
世
界
 
 

へ
の
誘
導
策
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
不
自
見
者
は
従
っ
て
両
方
の
世
界
に
存
在
し
 
 

て
、
世
人
か
ら
ほ
不
明
、
老
子
か
ら
ほ
明
と
せ
ら
れ
る
。
老
子
の
い
ふ
党
人
ほ
不
 
 

自
見
に
ょ
つ
て
雁
対
の
明
を
得
る
と
自
覚
せ
る
点
、
世
人
の
不
自
見
者
と
ほ
同
一
 
 

で
な
い
が
、
然
し
不
自
見
者
な
る
点
に
於
て
ほ
世
人
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
 
 

の
意
味
に
於
て
「
明
白
四
達
而
無
智
」
「
聖
人
光
而
不
曜
」
等
の
逆
説
を
理
解
し
得
 
 

る
。
）
更
に
こ
れ
は
原
因
否
定
の
逆
説
に
於
て
も
同
機
で
あ
る
。
 
 
 

か
く
世
人
の
世
界
に
は
、
人
為
人
欲
に
執
し
た
場
合
と
執
し
な
い
場
合
と
の
二
 
 

つ
の
存
在
が
可
能
で
あ
る
の
に
対
し
、
老
子
の
世
界
に
ほ
無
為
無
欲
の
可
能
に
於
 
 

〓
三
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て
の
み
存
在
が
可
能
で
あ
る
。
世
人
の
世
界
に
は
、
自
見
者
と
不
自
見
者
と
が
存
 
 

在
す
る
故
に
従
っ
て
闘
と
不
明
と
の
矛
盾
が
対
立
し
、
故
に
よ
つ
て
民
の
淳
々
と
 
 

欠
々
の
矛
盾
が
生
ず
る
。
こ
れ
に
対
し
老
子
の
世
界
に
は
、
聖
人
の
明
の
み
あ
つ
 
 

て
こ
れ
に
矛
盾
す
る
不
明
は
な
く
、
そ
の
故
に
よ
つ
て
民
の
淳
々
の
み
が
あ
る
。
 
 

そ
れ
は
既
に
世
人
の
世
界
に
於
け
る
明
と
淳
々
と
で
ほ
な
く
、
人
為
人
欲
を
否
定
 
 

し
て
自
然
に
任
す
老
ナ
り
世
み
に
存
征
す
る
故
絶
対
と
し
て
の
明
と
淳
々
と
で
 
 

あ
る
。
か
ゝ
る
が
故
に
世
人
の
世
界
を
相
対
的
世
界
、
老
子
の
世
界
を
殖
対
的
世
 
 

界
と
言
ひ
得
る
。
従
っ
て
世
人
は
所
与
と
し
て
の
素
材
に
相
対
的
な
も
の
を
観
、
 
 

老
子
は
絶
対
的
な
も
の
を
視
る
の
を
知
る
。
 
 
 

抑
々
所
与
と
し
て
の
素
材
を
取
扱
ふ
逆
説
及
び
一
般
的
（
世
人
的
）
真
理
に
於
 
 

て
素
材
を
仮
電
的
に
取
扱
ふ
の
は
、
素
材
を
如
何
に
み
る
か
に
よ
つ
て
因
果
的
進
 
 

展
が
自
ら
異
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
素
材
が
夫
々
一
つ
の
運
動
を
内
包
し
て
ゐ
 
 

る
の
を
知
る
。
世
人
及
び
老
子
の
立
場
か
ら
親
ら
れ
る
肝
の
所
与
と
し
て
の
素
材
 
 

に
は
、
国
、
民
或
は
人
、
政
、
言
、
道
、
名
等
が
あ
る
。
か
ゝ
る
素
材
を
世
人
が
 
 

如
何
に
取
扱
ふ
か
を
観
る
に
、
例
へ
ば
素
材
的
道
に
つ
い
て
世
人
は
こ
れ
を
常
道
 
 

と
な
す
の
で
あ
る
。
常
道
の
常
と
は
世
人
の
認
識
立
場
に
於
て
ほ
一
定
不
変
の
養
 
 

で
あ
る
。
従
っ
て
常
道
と
な
す
と
は
人
為
人
欲
を
以
て
道
を
固
定
化
す
る
事
で
あ
 
 

る
っ
そ
れ
故
そ
れ
ほ
素
材
的
道
が
一
つ
の
運
動
を
も
つ
て
ゐ
る
事
を
示
す
に
他
な
 
 

ら
な
い
。
素
材
的
通
が
運
動
す
る
故
に
世
人
の
こ
れ
を
固
定
化
せ
ん
と
す
る
の
が
 
 

可
能
な
の
で
あ
る
。
世
人
が
国
家
が
泰
平
に
な
り
或
は
昏
乱
す
る
と
考
へ
る
の
も
 
 

人
が
成
功
し
た
り
失
敗
し
た
り
す
る
（
「
為
者
敗
之
」
に
対
比
す
る
世
人
の
l
般
 
 

的
真
理
に
基
い
て
）
と
み
る
の
も
、
夫
々
国
家
や
人
が
一
つ
の
運
動
を
内
包
す
る
 
 

● 

●  

〓
ニ
二
 
 
 

が
故
で
あ
る
り
世
人
ほ
か
ゝ
る
蓮
動
に
対
し
て
人
為
人
欲
な
る
原
因
を
加
へ
る
の
 
 

で
あ
り
、
老
子
は
そ
れ
を
否
定
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
素
材
の
運
動
に
対
し
 
 

て
世
人
は
人
為
人
欲
に
執
す
る
が
故
に
矛
盾
対
立
の
世
界
を
形
成
し
、
老
子
は
人
 
 

為
人
欲
を
否
定
し
て
自
然
に
任
す
が
故
に
塵
対
の
世
界
を
形
成
す
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

今
更
に
進
ん
で
老
子
の
世
界
及
び
世
人
の
世
界
を
解
明
せ
ん
た
め
に
、
か
1
る
 
 

素
材
の
運
動
に
対
し
て
老
子
及
び
世
人
が
如
何
な
る
見
解
、
態
度
を
と
つ
て
ゐ
る
 
 

か
を
、
暫
く
逆
説
を
離
れ
て
検
討
し
て
み
ょ
ぅ
。
 
 
 

さ
て
、
老
子
の
世
界
に
於
け
る
連
動
に
就
て
は
「
反
者
道
之
動
」
（
4
0
）
と
あ
 
 

る
。
従
っ
て
老
子
の
世
界
に
於
て
そ
れ
ほ
循
環
運
動
を
な
す
併
の
も
の
で
あ
る
。
 
 

老
子
は
世
人
の
世
界
を
否
定
す
る
事
に
よ
つ
て
無
の
世
界
を
樹
立
し
、
更
に
そ
れ
 
 

を
否
定
す
る
事
に
よ
つ
て
有
の
世
界
を
見
出
し
、
か
く
し
て
老
子
の
世
界
を
確
立
 
 

し
た
の
で
あ
つ
て
老
子
の
世
界
は
無
の
世
界
即
有
の
世
界
で
あ
る
。
か
く
無
即
有
 
 

の
世
界
で
あ
り
な
が
ら
、
老
子
ほ
ま
た
「
有
生
於
無
」
（
4
0
）
と
至
言
ふ
。
そ
れ
故
 
 

有
の
世
界
は
無
の
世
界
の
無
為
が
無
不
為
と
な
る
凄
地
と
し
て
の
世
界
と
考
へ
ら
 
 

れ
る
。
か
ゝ
る
無
の
世
界
と
有
の
世
界
と
に
於
け
る
循
現
蓮
動
は
無
為
の
無
か
ら
 
 

無
不
為
の
有
へ
の
循
索
道
動
で
あ
る
。
具
体
的
に
ほ
「
有
無
相
生
、
難
易
相
成
、
 
 
 

長
短
相
形
、
高
下
相
僻
、
声
音
相
和
、
前
後
相
随
」
（
望
）
肝
の
生
成
和
随
と
し
て
 
 

の
矛
盾
の
循
裏
道
動
で
あ
る
。
併
で
「
有
無
相
生
」
の
有
無
は
老
子
の
認
識
立
場
 
 

に
於
け
る
無
印
有
と
し
て
一
つ
の
も
の
で
あ
る
故
に
、
か
1
る
運
動
は
雁
対
的
運
 
 

動
と
言
ひ
得
る
。
難
易
、
長
短
等
の
運
動
も
夫
々
か
ゝ
る
稚
対
的
運
動
の
一
面
を
 
 

表
現
せ
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
「
天
之
道
不
争
而
善
防
」
と
い
ふ
逆
説
は
正
に
 
 

こ
の
循
現
す
る
紹
対
的
運
動
を
表
現
し
て
ゐ
る
。
膠
は
老
子
の
評
識
立
場
に
肯
定
 
 
 

● 

●  



せ
ら
る
1
故
、
既
に
相
対
的
勝
敗
の
勝
で
ほ
な
く
、
矛
盾
の
生
成
和
随
の
謂
に
他
 
 

な
ら
な
い
。
そ
れ
ほ
有
の
世
界
が
無
の
世
界
の
相
剋
的
対
立
と
し
て
あ
る
の
で
は
 
 

な
い
故
に
、
矛
盾
が
生
成
和
随
と
し
て
あ
か
の
で
あ
る
。
且
つ
そ
れ
は
、
老
子
の
 
 

世
界
を
有
の
世
界
と
無
の
世
界
と
の
二
面
か
ら
観
る
故
に
か
1
る
生
成
和
随
の
矛
 
 

盾
を
観
る
の
で
あ
つ
て
、
老
子
の
世
界
は
無
の
世
界
即
有
の
世
界
で
あ
る
故
、
生
 
 

成
和
随
の
矛
盾
の
運
動
を
庵
対
的
運
動
と
観
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
「
曲
則
全
、
 
 

柾
則
直
、
窪
則
盈
、
敵
則
新
、
少
期
待
、
多
則
惑
、
是
以
聖
人
抱
一
、
為
天
下
之
 
 

式
一
（
鮎
）
の
抱
一
も
こ
の
意
味
に
於
て
解
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
上
が
老
子
 
 

の
世
界
に
於
け
る
循
環
運
動
で
あ
る
。
さ
て
、
素
材
の
運
動
と
は
何
で
あ
る
か
と
 
 

言
へ
ば
、
老
子
が
「
天
之
遺
不
言
而
善
応
、
不
召
而
自
来
」
（
7
3
）
と
説
明
し
て
ゐ
 
 

る
事
に
ょ
つ
て
塀
な
る
如
く
、
自
然
の
遅
行
と
言
ふ
事
が
出
来
る
。
老
子
ほ
素
材
 
 

の
因
果
的
進
展
を
な
す
運
動
に
対
し
て
、
原
因
と
し
て
の
人
為
人
欲
を
否
定
す
る
 
 

の
で
あ
り
従
っ
て
無
原
因
と
も
言
ふ
事
が
出
来
る
故
に
、
自
然
の
遅
行
が
そ
の
ま
 
 

ゝ
老
子
の
世
界
に
受
容
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
そ
の
道
行
に
於
て
現
は
れ
 
 

る
矛
盾
を
生
成
和
随
す
る
も
の
と
観
る
即
ち
自
然
の
遅
行
を
廊
対
的
運
動
と
観
る
 
 

の
で
あ
る
。
こ
れ
が
即
ち
素
材
の
運
動
に
対
す
る
老
子
の
見
解
で
あ
る
。
 
 
 

さ
て
、
世
人
の
世
界
に
於
け
る
運
動
に
就
て
、
老
子
は
「
天
之
道
其
猶
張
弓
乎
 
 

高
著
抑
之
下
着
挙
之
、
有
余
者
損
之
不
足
者
補
之
、
天
之
道
損
有
余
補
不
足
、
人
 
 

之
遺
不
然
、
損
不
足
而
拳
有
余
」
7
7
）
と
説
明
し
て
ゐ
る
。
即
ち
老
子
の
世
界
に
 
 

於
て
は
生
成
和
随
す
る
矛
盾
の
循
環
運
動
で
あ
り
、
従
っ
て
紹
対
的
運
動
で
あ
る
 
 

の
に
対
し
て
、
世
人
ほ
生
成
和
随
と
し
て
あ
る
矛
盾
の
一
方
に
人
為
人
欲
を
も
つ
 
 

て
固
執
す
る
即
ち
逆
行
運
動
を
な
す
と
言
ふ
。
か
1
る
見
解
は
老
子
の
世
界
に
於
 
 

逆
説
よ
り
観
た
る
老
子
の
世
界
（
下
）
 
（
天
野
）
 
 

け
る
運
動
に
即
し
て
説
明
し
た
も
の
で
あ
つ
て
、
世
人
は
そ
の
人
為
人
欲
の
故
を
 
 

以
て
老
子
の
世
界
に
入
り
得
ず
、
従
っ
て
矛
眉
は
生
成
和
随
す
る
も
の
で
あ
り
、
 
 

且
つ
か
ゝ
る
運
動
ほ
紹
対
的
運
動
で
あ
る
こ
と
を
知
り
得
な
い
。
そ
れ
故
、
老
子
 
 

の
世
界
り
雁
対
的
運
動
に
於
て
生
成
和
随
の
矛
盾
を
観
る
の
で
ほ
な
く
、
所
与
と
 
 

し
て
の
素
材
の
運
動
即
ち
自
然
の
遅
行
に
於
て
矛
盾
を
観
る
の
で
あ
る
。
更
に
厳
 
 

密
に
言
ふ
な
ら
ば
、
「
天
下
皆
知
美
」
 
「
知
菩
」
の
如
く
に
、
人
智
に
⊥
つ
て
美
 
 

悪
∵
善
不
善
の
対
立
矛
計
を
見
出
す
の
で
あ
る
。
而
し
て
世
人
は
真
に
そ
の
人
為
 
 

人
欲
に
よ
つ
て
「
為
芙
」
 
「
為
善
」
の
如
く
に
対
立
矛
盾
の
一
方
を
固
執
せ
ん
と
 
 

す
る
。
従
っ
て
世
人
ほ
自
然
の
遅
行
に
逆
行
す
る
人
為
人
欲
的
作
用
を
行
ふ
の
で
 
 

あ
り
、
か
ゝ
る
作
用
に
よ
つ
て
相
剋
的
対
立
を
生
ぜ
し
め
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
世
 
 

人
ほ
素
材
の
運
動
に
対
し
て
か
ゝ
る
悪
疫
に
執
す
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

所
与
と
し
て
の
素
材
が
内
包
す
る
運
動
に
対
し
て
の
両
者
の
か
ゝ
る
見
解
、
憩
 
 

度
に
基
い
て
、
今
一
、
二
の
逆
説
を
考
察
す
る
。
例
へ
ば
運
動
を
内
包
す
る
素
材
 
 

的
道
は
人
為
人
欲
を
否
定
す
る
老
子
の
世
界
に
於
て
は
常
道
と
な
る
。
常
と
ほ
老
 
 

子
の
認
識
立
場
に
於
て
は
、
無
の
世
界
と
有
の
世
界
と
を
循
環
す
る
復
命
へ
摘
）
 
 

を
言
ふ
。
従
っ
て
か
ゝ
る
運
動
は
紹
対
的
連
動
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
か
ゝ
る
認
 
 

識
立
場
に
立
つ
事
な
き
世
人
は
、
素
材
的
道
の
運
動
を
人
為
人
欲
に
ょ
つ
て
国
電
 
 

化
し
絶
対
化
せ
ん
と
す
る
っ
か
ゝ
る
逆
行
作
周
に
よ
つ
て
非
固
定
化
と
の
相
如
的
 
 

対
立
を
生
ず
る
。
そ
れ
故
、
人
為
人
欲
に
よ
る
道
ほ
老
子
の
紹
対
的
運
動
の
道
に
 
 

あ
ら
ず
と
し
て
否
定
せ
ら
れ
る
。
か
ゝ
る
意
味
に
於
て
「
道
可
造
非
常
道
」
を
理
 
 

解
す
る
事
が
出
来
る
。
世
人
の
世
界
ほ
人
為
人
欲
に
よ
つ
て
愛
蔵
せ
ん
と
す
れ
ば
 
 

盈
満
を
得
る
と
な
す
世
界
で
あ
る
。
と
同
時
に
人
為
人
欲
に
執
す
る
立
場
に
於
い
 
 

い
リ
ー
‥
一
り
一
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て
一
時
的
に
そ
れ
を
故
実
す
れ
ば
費
亡
す
る
と
な
す
世
界
で
も
あ
る
。
一
そ
こ
に
世
 
 

人
の
世
界
に
於
け
る
相
剋
的
対
立
を
み
る
。
そ
れ
故
老
子
ほ
全
く
人
為
人
欲
を
否
 
 

定
し
て
自
然
の
運
行
に
身
を
任
せ
る
事
に
よ
つ
て
．
始
め
て
廊
対
の
盈
満
を
得
る
 
 

と
な
し
、
人
為
人
欲
の
世
界
に
於
て
は
稚
対
的
盈
満
ほ
得
ら
れ
な
い
と
考
へ
る
。
 
 

か
く
し
て
「
甚
愛
必
大
費
（
不
盈
）
．
多
蔵
必
厚
亡
（
不
満
）
」
と
逆
説
す
る
。
か
 
 

く
人
為
人
欲
の
逆
行
作
用
ほ
紹
対
を
得
る
べ
く
も
な
く
、
香
人
為
人
欲
を
益
々
大
 
 

に
す
れ
ば
愈
々
老
子
の
世
界
に
入
る
事
が
不
可
能
と
な
る
。
「
民
多
利
苓
、
国
家
 
 

滋
昏
」
 
「
法
令
滋
章
、
盗
賊
多
有
」
の
多
に
応
ず
る
滋
、
滋
に
応
ず
る
多
に
よ
つ
 
 

て
そ
れ
を
立
証
し
得
る
。
そ
れ
故
結
局
稚
対
を
得
ん
と
す
れ
は
、
全
く
人
為
人
欲
 
 

を
否
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
1
る
故
に
「
不
備
贋
、
民
不
争
」
 
「
雁
巧
突
 
 

刺
盗
賊
無
有
」
 
「
兼
学
無
塵
」
 
「
其
政
悶
々
、
其
民
淳
々
」
等
と
逆
説
す
る
の
で
 
 

あ
る
。
 
 

世
人
は
人
智
に
よ
つ
て
素
材
の
遊
動
即
ち
自
然
の
遅
行
に
対
立
矛
盾
を
見
出
し
 
 

か
1
る
矛
盾
の
一
方
を
固
執
し
塵
対
化
せ
ん
と
考
へ
る
故
に
、
世
人
の
世
界
は
人
 
 

智
を
基
に
し
た
世
界
と
言
ひ
得
る
。
然
も
そ
の
人
智
ほ
人
為
人
欲
を
否
宅
し
て
始
 
 

め
て
絶
対
を
得
る
を
認
治
す
る
事
な
く
、
反
っ
て
人
為
人
欲
的
作
用
に
ょ
つ
て
こ
 
 

そ
紹
対
を
得
る
と
誤
認
す
る
肝
の
も
の
で
あ
る
。
老
子
の
世
界
ほ
、
自
然
の
運
行
 
 

を
雁
対
的
運
動
と
み
る
俄
に
、
自
然
的
世
界
を
絶
対
的
世
界
と
み
る
屏
の
世
界
で
 
 

あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
そ
れ
故
、
か
1
る
意
味
で
老
子
の
世
界
を
雁
対
的
自
然
世
 
 

界
と
言
ひ
得
よ
う
。
肝
で
老
子
の
世
界
ほ
蕃
定
の
否
定
と
し
て
の
逆
説
に
於
て
知
 
 

七
、
結
 
 

一
三
四
 
 
 

る
如
く
世
人
の
世
界
を
匂
起
し
て
ゐ
る
。
と
い
ふ
事
ほ
、
即
ち
こ
の
庵
対
的
自
然
 
 

世
界
が
相
糾
的
対
立
矛
盾
の
人
智
的
世
界
を
包
越
し
て
ゐ
る
の
を
言
ふ
の
で
あ
 
 

る
。
而
し
て
人
智
的
世
界
は
雁
対
的
自
然
世
界
と
所
与
と
し
て
の
素
材
を
共
通
地
 
 

盤
と
し
て
ゐ
る
故
に
、
∵
言
は
ゞ
、
人
智
的
世
界
は
廊
対
的
自
然
世
界
た
る
円
に
内
 
 

切
す
る
円
で
あ
る
。
こ
の
内
切
関
係
に
あ
る
両
円
の
本
要
約
相
違
に
よ
つ
て
追
及
 
 

び
聖
人
に
関
す
る
逆
説
が
生
ず
る
の
で
あ
り
、
′
こ
の
両
円
周
に
於
て
夫
々
循
癒
す
 
 

る
超
対
的
連
動
と
人
為
人
欲
的
作
用
と
が
逆
方
向
に
回
転
す
る
故
に
、
所
与
と
し
 
 

（
昭
・
二
六
・
一
二
）
 
 

て
の
素
材
に
就
て
の
逆
説
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
 
 

附
 
 
記
 
 

本
稿
が
出
奔
上
つ
た
後
、
間
も
な
く
加
藤
常
竪
博
士
り
御
教
示
に
あ
づ
か
り
論
文
体
 
 

に
改
め
た
。
然
し
、
「
否
定
と
し
て
わ
逆
説
」
を
掲
載
す
る
に
常
つ
て
、
遽
に
論
文
体
 
 

に
改
め
る
こ
と
は
、
前
回
の
講
義
体
こ
の
釣
合
が
と
れ
な
い
の
で
、
改
稿
以
前
わ
も
の
 
 

を
引
続
き
の
せ
る
事
に
し
た
。
御
了
承
を
得
た
い
。
 
 

研
究
わ
詮
上
 
蜃
千
葉
工
業
大
畢
小
野
隆
群
講
輌
に
多
大
り
御
教
示
に
あ
づ
か
つ
 
 

た
。
両
先
生
に
探
く
悠
謝
雲
息
を
表
す
る
。
 
 

本
稿
は
、
逆
詮
の
内
部
梅
迫
を
究
明
す
る
こ
と
に
ょ
つ
て
老
子
の
世
界
を
み
よ
う
と
 
 

し
た
の
で
あ
る
が
、
逆
設
の
内
部
構
造
に
裁
て
ほ
幾
多
わ
凝
商
が
あ
り
、
更
に
究
明
せ
 
 

ら
る
べ
き
僚
地
・
牢
餞
し
て
ゐ
る
が
、
一
艇
か
く
ま
と
め
て
み
た
の
で
あ
つ
て
、
こ
れ
ほ
 
 

一
つ
の
試
論
で
し
か
な
い
。
 
 

諸
賢
わ
御
教
示
、
御
叱
正
を
得
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。
（
昭
、
云
、
九
）
 
 
 




